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令和３年度 

第２回浦幌町福祉有償運送運営協議会議案 
 

令和４年３月２日（水）開催（書面会議） 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

   日頃より、浦幌町福祉有償運送運営協議会の運営に対しまして、ご理解とご協力

を賜り厚くお礼申し上げます。 

   また、浦幌町の高齢者等が、要介護又は障がい等により、単独では公共交通機関

を利用する事が困難な方の生活に必要な旅客運送の安全と利便性の確保について、

ご指導、ご助言をいただいていますことに重ねて衷心よりお礼申し上げます。 

   さて、この度は社会福祉法人浦幌町社会福祉協議会から提出のありました、福祉

有償運送に係る料金の変更と更新の申請について、ご審議を賜りたいと存じます。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため書面会議とさせていただいております

が、委員の皆様には忌憚のないご意見等をいただきますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

 

３ 議  題 

（１）福祉有償運送運営事務取扱要領の一部改正（案）について 

資料の１ページ「自家用有償旅客運送（福祉有償運送）の制度改正について」を

ご覧ください。 

福祉有償運送に係る「道路運送法施行規則」につきましては、令和２年度の改正

により、福祉有償運送の対象者について定められている第49条第１項第２号が改正

されており、対象者の定義が改められ細分化されています。 

これに合わせて、資料２ページのとおり、福祉有償運送運営事務取扱要領３「対

象者」の(1)を改めるものです。 

なお、対象者の定義がこれまでの４区分から７区分へと変更されていますが、こ

れは、今まで「その他」に含まれていた３区分が、それぞれ個別に分けられ細分化・

明確化が図られたものであり、対象者の範囲に変更があるものではございません。 

また、事務取扱要領で定めている様式の中にも、対象者の区分が記載されている

ものがある（様式３・４・９）ことから、合わせて修正となります（資料の３～５ペ

ージ）。 

さらに、資料６ページの「様式２」につきましては、標題に使用されている「自

家用自動車有償運送」という用語が古いものであることから、現行の制度で使用さ

れている「自家用有償旅客運送」という名称に修正させていただきます。 

 

（２）社会福祉法人浦幌町社会福祉協議会の運営する福祉有償運送の更新等について 

現在、浦幌町を運送区域として、福祉有償運送を行なっている法人は、「特定非営利

活動法人オーディナリーサーヴァンツ」と「社会福祉法人浦幌町社会福祉協議会」の

２法人です。今回は、登録の有効期間が令和４年３月末となっております「浦幌町社

会福祉協議会」につきまして、資料の７～８ページのとおり、登録更新や料金変更に



 2 / 4 

 

ついての届け出がありました。登録更新や料金変更には、当協議会の合意を要します

ことから、この度委員の皆様にご審議をお願いするものです。 

それでは、資料９ページの「登録申請団体要件確認表」に沿ってご説明いたします。 

「１：運送主体」です。運送主体について、10ページ「更新登録申請書」をご覧くだ

さい。住所「浦幌町字北町８番地１」、名称「社会福祉法人浦幌町社会福祉協議会」、

代表者「会長 村瀬 政昭」様です。９ページに戻り、当申請者は「１：運送主体」①

及び②の要件に該当しておりますので、適・不適については、「適」となります。 

次にその下「２：運送対象」ですが、再び10ページ「更新登録申請書」をご覧くださ

い。下から３つめの項目、「運送しようとする旅客の範囲」についてですが、「有償運

送の種別」は「福祉有償運送」となっており、「複数乗車を行う」の項目にもチェック

が入っております。また、「旅客の範囲」の項目については、前述の議題（１）でもご

説明したとおり、北海道運輸局の様式においても「道路運送法施行規則」の改正に合

わせ、対象者の区分が７種類に改められているので、それに対応して全区分をサービ

ス対象とするかたちになっております。 

また、次の11ページの「旅客の名簿」のとおり、個人情報保護の関係からお名前等

は伏せていますが、旅客の基準を満たす利用者63名について、運送区域を浦幌町とし

て実施するとしていることから、９ページにお戻りいただきまして、「２：運送対象」

についての、適・不適は「適」となります。 

次に「３：使用車両」です。これにつきましては、10ページ「更新登録申請書」中段

から、事業所に配置する台数は６台となっております。内訳につきましては、12ペー

ジをご覧ください。こちら「使用する車両の一覧」のとおりとなっております。それ

ぞれ、各車両につきましては、使用車両及び使用権原等要件を満たしており、９ペー

ジに戻りまして、「３：使用車両」の適・不適については「適」となります。 

次に「４：運転者」です。13ページをご覧ください。この「運転者の一覧」のとお

り、氏名等は目隠ししていますが、７名とも資格要件等を満たす者としていますので

「４：運転者」の適・不適については「適」となります。また、乗務員についても、14

ページの「乗務員名簿」のとおり、介護福祉士等の有資格者となっております。 

９ページに戻りまして、次に「５：損害賠償措置」については、15～26ページに使

用車両６台分の「自動車保険証券」を添付しております。すべて任意保険等の加入状

況の要件を満たしておりますので、適・不適については「適」となります。 

それでは、次に「６：運送の対価」です。８ページをご覧ください。この度の登録更

新と合わせて、利用料金の変更届が提出されておりますので、ご審議いただきたいと

存じます。 

運送の対価の基準につきましては、46ページの「自家用有償旅客運送ハンドブック

（抜粋）」をご覧下さい。旅客から収受する対価の要件は、「旅客の運送に要する燃料

費や人件費等の実費の範囲内であると認められること」、「合理的な方法により定めら

れ、かつ、旅客にとって明確であること」、さらに「近隣のタクシー運賃の1/2を目安

とすること」とされています。これらの要件を満たしたうえで、運営協議会において

協議が調ったものであることが必要となります。 

27ページの「福祉有償運送利用料金表（※変更後）」をご覧ください。合わせて、28

ページの「福祉有償運送利用料金表（※変更前）」も比較してご覧いただければと思い

ます。料金変更の内容について、ご説明させていただきます。 

まず、令和２年２月１日付で北海道のタクシー運賃が改定されておりまして、浦幌

町の属する「帯広Ｂ地区」の運賃設定も改められております。このタクシー運賃改定
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を元に、利用料金の変更を行うものです。 

27ページの「福祉有償運送利用料金表（変更後）」の上段、「１．一般移送サービス

料金」をご覧ください。 

「１．一般移送サービス料金」の運送の対価は、下にある「表１」に記載の行政区

を発着地及び目的地としている場合は、定額制となっており「片道250円」のままです。

これはタクシー運賃の方も、初乗り料金は変わっていないことから、変更ありません。

しかし、表１以外の行政区が発着地又は目的地である場合は、距離制となっているこ

とから、こちらは増額となり、「走行１㎞あたり65円」から「75円」に変更となってい

ます。また、※３について、町外の乗車地点までの迎車回送料は、「走行１㎞あたり30

円」から「35円」に変更となっています。 

この運送の対価につきましては、29ページの説明資料をご覧ください。 

浦幌町（帯広Ｂ地区）での現在のタクシー運賃は、初乗運賃「1.22kmまで550円」、

加算運賃が「267ｍごと80円」となっています。なお、改正前は、初乗運賃「1.4kmまで

550円」、加算運賃が「310ｍごと80円」でした。 

「１．一般移送サービス料金」について、「ア 市街地区内【定額制】運賃額」は、

29ページの★印の部分のとおり、タクシー運賃の1/2よりも福祉有償運送の料金の方が

低くなっています。また、その下、「イ 市街地区以外【距離制】運賃額」も、数パタ

ーン記載しておりますが、29～30ページの★印の部分のとおり、タクシー運賃の1/2よ

り福祉有償運送の料金の方が低くなっています。 

また、27ページの料金表の方をご覧ください。「１．一般移送サービス料金」の「そ

の他費用」については、利用者の実費負担となるということで、これまでと変更あり

ません。例示として「介護サービス利用料」の記載が追加されております。 

次に、「付添人」についてです。これまでは付添人の取り扱いについての記載がなか

ったことから、あらためて追加されるものです。「利用者の安全を確保するために必要

と認められるときは、付添人が同乗することが出来ます。（入退院の往き帰りなど、

やむを得ず利用者が同乗しない場合も乗車できます。）」と明記されております。 

続いて、介助員料金についてです。「利用時間30分につき500円（30分未満切り捨て）」

には変更ありませんが、「基本料金1,000円」が追加され、増額となっています。 

また、「複数乗車」につきましては、町外の病院を受診するために利用が見込まれる

ことから、引き続きその必要性を認めることとし、利用料金については、乗車人員で

除するということで変更ありません。 

続きまして、「２．透析通院サービス料金」については、大幅な変更がございます。

これまでは、要介護認定者については帯広市・池田町・本別町まで一律「1,700円」、

要支援認定者については、帯広市「6,500円」、池田町「5,500円」、本別町「6,000円」

となっていましたが、今回の料金改定ではこれが見直されまして、まず要介護・要支

援での区分けが廃止となります。代わって、利用者の乗車する地区から、池田町・本

別町・帯広市までの距離に応じた料金が、表のとおり、それぞれ新たに設定されてお

ります。 

また、「２．透析通院サービス料金」につきましても「複数乗車」が可能とされてお

りまして、こちらは「１．一般移送サービス料金」と異なり、複数乗車の場合でも利

用者１人あたりの料金は固定となっており変動しません。 

さらに、福祉有償運送の対価のルールとして、「自動車の乗車人数を最大限利用した

場合の対価の総額が、タクシー運賃の概ね1/2の範囲内でなければならない」というも

のがございます。浦幌町社会福祉協議会の透析通院サービスでは、複数乗車の最大人
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数を４名としております。31ページの「透析通院サービス 各地区の一般乗用旅客自

動車運送運賃額との比較表」の方をご覧ください。赤字の部分がタクシー運賃の1/2の

額となっておりまして、各地区の料金設定は、４人乗った場合でも、合計額がタクシ

ー運賃の1/2以下に収まるようになっております。なお、上浦幌地区から本別町への運

賃につきましては、上浦幌地区は出発点である浦幌町社会福祉協議会から距離があり、

単純に上浦幌地区から本別町までだけの距離では料金算定が出来ませんので、浦幌町

社会福祉協議会から上浦幌地区までの迎車料金30kmを含めたタクシー運賃との比較と

なっております。 

以上の内容が、この度の利用料金の変更案となっておりますので、ご確認いただき、

ご意見等ございましたら、なにとぞよろしくお願いいたします。 

それでは、戻りまして９ページ、「７：管理運営体制」です。32ページをご覧くださ

い。「運行管理の体制等を記載した書類」のとおり、運行管理及び整備管理の体制・指

揮命令系統・事故処理連絡体制・苦情処理体制などが整備されていると判断します。

なお、９ページに戻っていただき、「７：管理運営体制」の「②運転者が自家用自動車

を提供し、運転者の自宅から利用者の自宅等へ直接出向く場合～」については、浦幌

町社会福祉協議会の福祉有償運送では、法人が所有する車両のみを使用し、運転者個

人の自家用自動車は使用しておりませんので、非該当となります。よって「７：管理

運営体制」について、適・不適については「適」となります。 

最後に「８：法令遵守」は、道路運送法の規定に基づき欠格事由に該当する者でな

いことから、適・不適については「適」となります。 

以上より、当法人においては、「浦幌町福祉有償運送運営事務取扱要領」に定める各

種要件に適合し、登録要件を満たしております。 

本町においては、コミュニティバス等の公共交通機関では要介護者や障がいの方な

どの移動制約者に対する十分な輸送サービスの確保が困難であることから、それらを

補完するための手段として、福祉有償運送の運行が必要となっております。ご審議の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

４ その他 

次回の開催予定は、「特定非営利活動法人オーディナリーサーヴァンツ」と「社会福

祉法人浦幌町社会福祉協議会」につきまして、令和３年度の福祉有償運送事業の運営

状況の報告を議題として、令和４年７月頃に開催する予定となりますので、ご承知お

きください。 

 

５ 閉  会 

 

※配布資料 

 ●資料１～６ページ 

福祉有償運送運営事務取扱要領の一部改正（案）について 

 ●資料７～32ページ 

社会福祉法人浦幌町社会福祉協議会の運営する福祉有償運送の更新等について 

 ●その他資料 

自家用有償旅客運送ハンドブック（令和２年11月版）（抜粋）（33～46ページ） 

  浦幌町福祉有償運送運営協議会設置要綱（47ページ） 

  浦幌町福祉有償運送運営事務取扱要領（※改正前）（48～53ページ） 


